







































































3　D・M・べセル著、中内敏夫ほか訳『価値創造者　牧口常三郎の教育思想』小学館、1974 年、99 ～ 107 頁参照。











































































































































15　『`全集・第五巻』238 ～ 249 頁参照。認識作用と評価作用の詳細については『全集・第五巻』に収録されて
いる「価値論」を参照してほしい。
16　『全集・第八巻』163 ～ 165 頁参照。『概論』の時点で二育並行論は提唱されている。





























































































































































































29　『全集・第六巻』470 ～ 471 頁、傍線引用者。







































































36　同 338 ～ 340 頁、傍線引用者。








































（128 ～ 129 頁）。
41　『全集・第五巻』397 頁。

































































値判定の標準」（『価値創造』第六、第七号、大道書房、1942 年 2・3 月）の最終形が出来上がっ
ている 47。
牧口は仏教を宗教の極意、生活法の極意であると捉えており、これを三項目に要約している。
45　`同 410 ～ 411 頁、傍線引用者。
46　同 59 ～ 60 頁、傍線引用者。








































48　同 64 ～ 65 頁、傍線引用者。
― 47 ―
創価教育　第 13号
― 48 ―
牧口常三郎研究、創価教育学研究を志す後進者である我々は、牧口の教育学理論中の宗教に関す
る記述に対して、感情的に正当化したり、あるいは避けたり反発する（評価する）のではなく、
まずは冷静に客観的に牧口が言わんとすることをその文章から捉える（認識する）べきであろう。
なお本稿は、牧口常三郎研究の実験的な試みであり、「研究ノート」として掲載している。研
究のラフスケッチとして読者に受容いただければ幸いである。
創価教育学体系の教育学的論理からみた宗教の必要性
